
2012年9月改訂
（記載要領変更に伴う改訂）

ご使用に際して、この説明書を必ずお読みください。
また、必要な時に読めるよう大切に保管してください。

 使用上の注意

してはいけないこと
［守らないと現在の症状が悪化したり、副作用が起こりやすくなる］
❶本剤を服用している間は、次の医薬品を服用しないでください。
胃腸鎮痛鎮痙薬

❷�授乳中の人は本剤を服用しないか、本剤を服用する場合は授乳を避けて
ください。
（母乳に移行して乳児の脈が速くなることがあります。）

相談すること
❶次の人は服用前に医師、薬剤師又は登録販売者に相談してください。
（1）医師の治療を受けている人
（2）妊婦又は妊娠していると思われる人
（3）高齢者
（4）薬などによりアレルギー症状を起こしたことがある人
（5）次の症状のある人

排尿困難
（6）次の診断を受けた人

腎臓病、心臓病、緑内障、甲状腺機能障害
❷�服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに
服用を中止し、この説明書を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談
してください。
関係部位 症　状
皮　　膚 発疹・発赤、かゆみ

❸�服用後、次の症状があらわれることがあるので、このような症状の持続
又は増強が見られた場合には、服用を中止し、この説明書を持って医師、
薬剤師又は登録販売者に相談してください。
口のかわき、便秘、下痢

❹�2週間位服用しても症状がよくならない場合は服用を中止し、この説明書
を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談してください。

その他の注意
母乳が出にくくなることがあります。

効能・効果、用法・用量、成分と働き、保管及び取扱い上の注意については裏面をご覧ください。

制酸薬� 胃がスーッとなる緑の胃ぐすり

第2類医薬品

胃のムカムカや胸やけは、胃酸が出過ぎることで起こることがあり
ます。また、過度な飲酒によりアルコールが胃粘膜自体を直接刺激
することも原因となります。
サクロンSは、出過ぎた胃酸の働きを弱め（中和）、分泌を抑制し、
荒れた胃粘膜を葉緑素から作られた緑の成分で修復・保護します。
ムカムカ・胸やけ・飲みすぎに。サクロンSはスーッと飲めば、スーッ
と効きます。



用法・用量

次の量を食間および就寝前の空腹時に水またはお湯で服用してください。
年齢 1回量 服用回数

成人（15歳以上） １包�
1日3回

8歳以上15歳未満 1/2包�

8歳未満 �服用しないこと

＊食間とは、食後2時間ほど経過し、胃の中に食べた物がほぼなくなっている時です。
［用法・用量に関連する注意］
小児（8歳以上15歳未満）に服用させる場合には、保護者の指導監督のもとに
服用させてください。

成分と働き
成人1日量3包（3.69ｇ）中に次の成分を含みます。

成　分 含　量 働　き
銅クロロフィリンカリウム 90mg 荒れた胃の粘膜を修復・保護します。
水酸化マグネシウム 1,050mg 出過ぎた胃酸を直接中和します。無水リン酸水素カルシウム 1,650mg
ロートエキス 30mg 胃酸の分泌を抑え、痛みを止めます。

［添加物］
トウモロコシデンプン、部分アルファー化デンプン、l-メントール、香料、
塩化Ｋ、ケイヒ、ポビドン
［成分に関連する注意］
❶�服用後、便が緑色になる場合がありますが、銅クロロフィリンカリウム（緑色）
が排泄されるための着色であり、心配ありません。

❷サクロンSには、アルミニウムを含む成分は使用していません。

保管及び取扱い上の注意
❶直射日光の当たらない湿気の少ない涼しい所に保管してください。
❷小児の手の届かない所に保管してください。
❸�他の容器に入れ替えないでください。また、本容器内に他の薬剤等を入れ
ないでください。（誤用の原因になったり品質が変わります。）

❹�1包を分割した残りを服用する時は、袋の口を折り返して保管し、2日を
すぎた場合には服用しないでください。

❺使用期限をすぎた製品は使用しないでください。

◦お買い求めのお店
◦エーザイ「お客様ホットライン」�フリーダイヤル 0120-161-454
受付時間／平日9：00〜18：00（土・日・祝日9：00〜17：00）�携帯電話やPHSからもお問い合わせできます。

 本品についてのお問い合わせ先 

サクロンSの製品内容は
ホームページでも紹介しています。 i-no-science.com

SU12911-9IX

製造販売元 発売元

胃酸やアルコールで荒れた胃の粘膜を修復・保護するため、
サクロンSは葉緑素から作られた緑の成分を含有しています。
サクロンSが鮮やかな緑色をしているのはこのためです。

ひとくちメモ　サクロンSが緑色をしているのは…

効能・効果
胃痛、胸やけ、飲みすぎ、胃酸過多、胃もたれ、胃部不快感、胃部膨満感、胃重、
胸つかえ、げっぷ、はきけ（むかつき、胃のむかつき、二日酔・悪酔のむかつき、
嘔気、悪心）、嘔吐


